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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその製造方法

(57)【要約】
【課題】  画質を低下させずに、高コントラストな液晶
表示装置の構造と、この構造を形成するための製造方法
を提供することにある。
【解決手段】  第１の基板と第２の基板の一対の基板間
に液晶を挟持した液晶表示装置であって、上記一対の基
板の一方の基板に格子状のブラックマトリックスと、カ
ラーフィルタを備え、上記ブラックマトリックス２の縦
方向の辺は、垂直とし、上記ブラックマトリックス２の
横方向の辺２１は、複数のカラーフィルタの各色単位
で、ラビング方向と角度を合致するように傾け、そのブ
ラックマトリックス２の縦方向の辺と横方向の辺の交差
点にフォトリソスペーサ６を配置することを特徴とする
液晶表示装置およびその製造方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１の基板と第２の基板の一対の基板間
に液晶を挟持した液晶表示装置であって、
上記一対の基板の一方の基板に格子状のブラックマトリ
ックスと、カラーフィルタを備え、
上記ブラックマトリックスの縦方向の辺は、垂直とし、
上記ブラックマトリックスの横方向の辺は、複数のカラ
ーフィルタの各色単位で、ラビング方向と角度を合致す
るように傾け、
そのブラックマトリックスの縦方向の辺と横方向の辺の
交差点にフォトリソスペーサを配置することを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項２】  そのブラックマトリックスの横方向の辺
に、ラビングによるラビング影が形成されている請求項
１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】  フォトリソスペーサは、
柱状または矩形状である請求項１に記載の液晶表示装
置。
【請求項４】  第１の基板と第２の基板の一対の基板間
に液晶を挟持した液晶表示装置であって、
上記一対の基板の一方の基板に格子状のブラックマトリ
ックスと、カラーフィルタを備え、
上記ブラックマトリックスの縦方向の辺は、垂直とし、
上記ブラックマトリックスの横方向の辺は、複数のカラ
ーフィルタの複数単位で、ラビング方向と角度を合致す
るように傾け、
そのブラックマトリックス縦方向の辺と横方向の辺の交
差点を起点とする矩形状のフォトリソスペーサを配置す
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】  上記ブラックマトリックスの横方向の辺
に、ラビングによるラビング影が形成されている請求項
４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】  第１の基板と第２の基板の一対の基板間
に液晶を挟持した液晶表示装置の上記一対の基板の一方
の基板に格子状のブラックマトリックスと、カラーフィ
ルタを備え、上記ブラックマトリックスの縦方向の辺
は、垂直とし、上記ブラックマトリックスの横方向の辺
は、複数のカラーフィルタの各色単位でラビング方向と
角度を合致するように傾け、
そのブラックマトリックスの縦方向の辺と横方向の辺の
交差点にフォトリソスペーサを配置する液晶表示装置の
製造方法は、
上記第２の基板に、ラビング方向に合致する横方向の辺
と縦方向の辺の格子状のブラックマトリックスと、カラ
ーフィルタと、オーバーコート膜と、透明電極と、フォ
トリソスペーサを順次形成する工程と、
第１の基板と第２の基板に配向膜を形成し、液晶を配向
させるためのラビング配向処理を種々の液晶のツイスト
角に対応して行なう工程とを備え、
第１の基板と第２の基板を重ね合わせて液晶を注入して*
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*なる液晶表示装置の表示画素部にはスペーサが存在しな
いことを特徴とする液晶表示装置の製造方法。
【請求項７】  第１の基板と第２の基板の一対の基板間
に液晶を挟持した液晶表示装置の上記一対の基板の一方
の基板に格子状のブラックマトリックスと、カラーフィ
ルタを備え、上記ブラックマトリックスの縦方向の辺
は、垂直とし、上記ブラックマトリックスの横方向の辺
は、複数のカラーフィルタの複数単位でラビング方向と
角度を合致するように傾け、そのブラックマトリックス
縦方向の辺と横方向の辺の交差点を起点とする矩形状の
フォトリソスペーサを配置する液晶表示装置の製造方法
は、
第２の基板にブラックマトリックスと、カラーフィルタ
と、オーバーコート膜と、透明電極と、フォトリソスペ
ーサを順次形成する工程と、
第１の基板と第２の基板に配向膜を形成し、液晶を配向
させるためのラビング配向処理を液晶のツイスト角に対
応して行なう工程とを有し、
第１の基板と第２の基板を重ね合わせて液晶を注入して
なる液晶表示装置の表示画素部にはスペーサ影が存在し
ないことを特徴とする液晶表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、カラー液晶表示装
置に係わり、表示画素部にスペーサが存在せず、高コン
トラストで表示性能に優れたカラーＳＴＮ液晶表示装置
の構造およびその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】表示用液晶セルの表示画素以外の部分に
フォトリソグラフィ法によりフォトリソスペーサを形成
し、液晶セルの基板間の間隔を一定に保つための手段と
して、種々の手段が提案されている。
【０００３】その一手段のフォトリソスペーサとして
は、たとえば特開平５－２８９１０９号公報に提案され
ているように、表示電極がパターニングされた基板上
に、フォトリソスペーサを形成した後、その基板上に配
向膜を形成して、さらにラビング配向処理を行なう方法
がある。
【０００４】しかし、電極を有する一対の基板のうち、
どちらか一方の基板に数ミクロンの高さを有するフォト
リソスペーサを形成した後に、液晶を配向させるための
配向膜を形成して、その後、ラビング配向処理を行なう
前述の公報の手段では、フォトリソスペーサの突起部の
影の部分は、ラビング布が配向膜に充分に接触せず、配
向性が不充分な部分、いわゆるラビング影が発生してし
まう。
【０００５】ここで、従来の方法で形成されるフォトリ
ソスペーサを用いたＳＴＮ表示装置の構造と製造方法に
ついて、図２と図３と図４とを用いて以下に説明する。
【０００６】図２に示す表示用液晶セルを作成するため
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3
に、つぎに記載する手段を行なっている。
【０００７】第１の基板１０に、透明電極１１と、配向
処理を行なった配向膜１２を形成する。さらに、第２の
基板１上に格子状のブラックマトリックス２と、カラー
フィルタ３と、オーバーコート膜４と、透明電極５とを
順次積層するように形成し、そののち、フォトリソグラ
フィ法でフォトリソスペーサ６を形成する。
【０００８】このフォトリソスペーサ６の材料は、アク
リル系、エポキシ系等のオーバーコート材料と同様に耐
薬品性、耐熱性、平坦性等の特性を備えた透明な材料に
感光基を付与した材料が好ましく、フォトリグラフィ法
によりフォトマスクを介して紫外線を照射した際に、材
料が透明であれば紫外線が透過しやすく所望の高さのス
ペーサを効率よく形成できる。
【０００９】また、ブラックマトリックス２やカラーフ
ィルタ３やオーバーコート膜４を形成する際に、フォト
リソスペーサ６とする突起を同時に形成してしまう方法
が数多く提案されているが、このようなフォトリソスペ
ーサ６の場合には、複数の突起物（スペーサ）が存在す
る面に配向膜７を形成した後に、液晶９を配向させるた
めのラビング配向処理を行なうことになる。
【００１０】その後、液晶９を一対の基板間に封入する
ためのシール剤８を第１の基板１０に印刷法により形成
し、第２の基板１と第１の基板１０と張り合わせた後、
液晶９を注入することにより表示用液晶セルが作成でき
る。
【００１１】その表示用液晶セルの間隔は、第２の基板
１の遮光用のブラックマトリックス２形成位置に対応す
る透明電極５間の領域に形成したフォトスペーサ６を介
して均一な液晶セル間隔が維持されている。
【００１２】ここで図４は、第１の基板１０と第２の基
板１のラビング方向および角度を示す図面であるが、液
晶表示装置を視認者が正面から見て要求される視角特性
を３時、６時、９時、１２時優先方向にする場合、たと
えばＳＴＮモード２００度ツイストで６時もしくは１２
時優先にするには、第１の基板１０はＡ－Ａ面に対して
下側に角度１０度傾けたａ方向に、第２の基板はＡ－Ａ
面に対して上側に角度１０度傾けたｂ方向にラビングを
行ない、基板に対して２００度のツイスト角に対応した
角度でラビングを行なう必要がある。
【００１３】図２に示すように、ブラックマトリックス
２の形成領域に相当する位置に形成した凸状のフォトリ
ソスペーサ６は、液晶セルを所望の間隔に保持するた
め、その高さが液晶セル間隔に対応して、１μｍ～１０
μｍの高さで形成されている。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】つぎに、以上の液晶表
示装置の課題点を図３の平面図を用いて説明する。
【００１５】図２に示す最下層に形成されたブラックマ
トリックス２の平面パターン形状は図３に示すように、
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格子状のパターン形状を有している。なお、図３ではブ
ラックマトリックス２の上に形成したカラーフィルタ３
とオーバーコート膜４と透明電極５とは、図示していな
い。
【００１６】格子状のブラックマトリックス２に相当す
る位置の各交点部に、図３に示すように、柱状のフォト
リソスペーサ６を形成し、さらに、図２を用いて説明し
たように配向膜７を積層するように形成した後に、その
配向膜７にラビング処理を行なっている。
【００１７】ここで、図３に示すようにラビング方向と
角度を示す矢印方向に沿って、配向膜７のラビング処理
を行なうと、フォトリソスペーサ６が、前述のように１
μｍ～１０μｍの高さを有しているため、ラビング方向
と反対側の領域がラビング処理されず、ラビング影Ｂと
なって、配向性が不充分な部分がカラーフィルタ３’の
画素に形成されてしまう。
【００１８】このラビング影Ｂの大きさは、フォトリソ
スペーサ６の高さが高い程、大きくなってしまうことに
なる。しかも、ラビング影Ｂの部分は、ラビング布が接
触せず、配向膜７を充分にラビングする（擦る）ことが
なされていないため、配向膜７の配向力が弱く、配向欠
陥を発生させたり、さらに画質の低下、およびコントラ
ストの低下を生じてしまうという課題がある。
【００１９】このラビング影Ｂの発生を避ける手段のひ
とつとして、透明電極上に配向膜を形成したのち、ラビ
ング配向処理を行ない、しかるのち、フォトリソスペー
サを形成する方法も提案されている。
【００２０】しかしながら、この手段では、配向膜の配
向性が劣化するという問題がある。これは、ラビング配
向処理した面は非常に敏感で、とくにフォトリソグラフ
ィ法の現像処理工程でダメージを受けやすく、配向膜表
面の配向性が劣化してしまうという理由からである。
【００２１】（発明の目的）本発明の目的は、上記課題
を解決するため、画質を低下させずに、高コントラスト
な液晶表示装置の構造と、この構造を形成するための製
造方法を提供することにある。
【００２２】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明の液晶表示装置の構造と、この構造を形成す
るための製造方法とは、下記記載の手段を採用する。
【００２３】本発明の液晶表示装置においては、第１の
基板と第２の基板の一対の基板間に液晶を挟持した液晶
表示装置であって、上記一対の基板の一方の基板に格子
状のブラックマトリックスと、カラーフィルタを備え、
上記ブラックマトリックスの縦方向の辺は、垂直とし、
上記ブラックマトリックスの横方向の辺は、カラーフィ
ルタのＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の各一色単位で、
ラビング方向と角度を合致するように傾け、そのブラッ
クマトリックスの縦方向の辺と横方向の辺の交差点にフ
ォトリソスペーサを配置することを特徴とする。
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【００２４】本発明の液晶表示装置においては、ブラッ
クマトリックスの横方向の辺に、ラビングによるラビン
グ影が形成されていることを特徴とする。
【００２５】本発明の液晶表示装置においては、フォト
リソスペーサは、柱状または矩形状であることを特徴と
する。
【００２６】本発明の液晶表示装置においては、第１の
基板と第２の基板の一対の基板間に液晶を挟持した液晶
表示装置であって、上記一対の基板の一方の基板に格子
状のブラックマトリックスと、カラーフィルタを備え、
上記ブラックマトリックスの縦方向の辺は、垂直とし、
上記ブラックマトリックスの横方向の辺は、カラーフィ
ルタのＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）三色単位で、ラビ
ング方向と角度を合致するように傾け、そのブラックマ
トリックス縦方向の辺と横方向の辺の交差点を起点とす
る矩形状のフォトリソスペーサを配置することを特徴と
する。
【００２７】本発明の液晶表示装置の製造方法は、第１
の基板と第２の基板の一対の基板間に液晶を挟持した液
晶表示装置の上記一対の基板の一方の基板に格子状のブ
ラックマトリックスと、カラーフィルタを備え、上記ブ
ラックマトリックスの縦方向の辺は、垂直とし、上記ブ
ラックマトリックスの横方向の辺は、カラーフィルタの
Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の各一色単位で、ラビン
グ方向と角度を合致するように傾け、そのブラックマト
リックスの縦方向の辺と横方向の辺の交差点にフォトリ
ソスペーサを配置する液晶表示装置の製造方法は、上記
第２の基板にラビング方向に合致する横方向の辺と縦方
向の辺の格子状のブラックマトリックスと、カラーフィ
ルタと、オーバーコート膜と、透明電極と、フォトリソ
スペーサを順次形成する工程と、第１の基板と第２の基
板に配向膜を形成し、液晶を配向させるためのラビング
配向処理を種々の液晶のツイスト角に対応して行なう工
程とを備え、第１の基板と第２の基板を重ね合わせて液
晶を注入してなる液晶表示装置の表示画素部にはスペー
サが存在しないことを特徴とする。
【００２８】本発明の液晶表示装置の製造方法は、第１
の基板と第２の基板の一対の基板間に液晶を挟持した液
晶表示装置の上記一対の基板の一方の基板に格子状のブ
ラックマトリックスと、カラーフィルタを備え、上記ブ
ラックマトリックスの縦方向の辺は、垂直とし、上記ブ
ラックマトリックスの横方向の辺は、カラーフィルタの
Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）三色単位で、ラビング方
向と角度を合致するように傾け、そのブラックマトリッ
クス縦方向の辺と横方向の辺の交差点を起点とする矩形
状のフォトリソスペーサを配置する液晶表示装置の製造
方法は、第２の基板にブラックマトリックスと、カラー
フィルタと、オーバーコート膜と、透明電極と、フォト
リソスペーサを順次形成する工程と、第１の基板と第２
の基板に配向膜を形成し、液晶を配向させるためのラビ
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ング配向処理を液晶のツイスト角に対応して行なう工程
とを有し、第１の基板と第２の基板を重ね合わせて液晶
を注入してなる液晶表示装置の表示画素部にはスペーサ
影が存在しないことを特徴とする。
【００２９】（作用）本発明の液晶表示装置はカラーフ
ィルタを有する基板の遮光部であるブラックマトリック
スの形成領域に相当する部分に、フォトリソスペーサを
設け、表示画素部にスペーサが存在しない構造としてい
る。
【００３０】そのうえ、フォトリソスペーサ構造を有し
ていながらＳＴＮのツイスト角に対応したラビング配向
処理を施してある。
【００３１】その結果、本発明においては、視角特性に
優れ、スペーサによる光漏れや、ザラツキがない表示品
質に優れた高コントラストな液晶表示装置が提供でき
る。
【００３２】
【発明の実施の形態】以下図面を用いて本発明を実行な
うるための最良の形態におけるＳＴＮ液晶表示装置の構
成およびその製造方法を説明する。図１、図５は本発明
の実施形態における液晶表示装置の構成およびその製造
方法を示す平面図であり、図２は本発明の液晶表示装置
を示す断面図である。そして、図４はＳＴＮモードの２
００度ツイストのツイスト角の配向処理を行うときのラ
ビング方向と角度を示す。
【００３３】以下、図１、図２、図４、および図５を交
互に参照して説明する。
【００３４】（第１の実施形態における液晶表示装置の
構造説明）本発明の液晶表示装置は、図２に示すよう
に、第１の基板１０には、透明電極１１と、その上面に
配向処理を行なった配向膜１２を有する。さらに、第２
の基板１上には、ブラックマトリックス２と、カラーフ
ィルタ３と、オーバーコート膜４と、透明電極５とを順
次設け、フォトリソグラフィ法により形成された柱状の
フォトリソスペーサ６と、配向処理を行なった配向膜７
とを有する。
【００３５】そして、第１の基板１０と第２の基板１と
のあいだの隙間には、その周囲領域に形成されるシール
剤８によって液晶９が封入されている。
【００３６】その表示用液晶セルの間隔、すなわち第１
の基板１０と第２の基板１との間隙は、第２の基板１の
遮光用に形成するブラックマトリックス２の形成領域に
対応する位置に相当する領域の透明電極５間に形成した
フォトリソスペーサ６によって、均一なセル間隔になる
ように制御されいる。
【００３７】そのフォトリソスペーサ６の大きさは、ブ
ラックマトリックス２の幅寸法より小さく形成し、フォ
トリソスペーサ６の高さは１μｍ～１０μｍであり、種
々のギャップ寸法の表示用液晶セルに対応させればよ
い。
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7
【００３８】つぎに図１の平面図を用いてこの発明のフ
ォトリソスペーサ６の平面配置構造について説明する。
【００３９】図１に示すように、図２における最下層の
ブラックマトリックス２の平面パターン形状は、図１に
おける縦方向の辺は垂直であるが、横方向の辺は傾いた
変形格子状を有するブラックマトリックス２の形状を有
している。
【００４０】ブラックマトリックス２の横方向の辺の傾
き角度は、ラビング角度に合致させる。
【００４１】なおこの図１では、変形格子状のブラック
マトリックス２の上面に形成するカラーフィルタ３とオ
ーバーコート膜４と透明電極５とは、図示していない。
【００４２】変形格子状のブラックマトリックス２の各
交差部に、柱状のフォトリソスペーサ６を形成し、さら
に、ラビング処理した配向膜７を形成している。
【００４３】ここで、図１に示すように、ラビング方向
と角度を示す矢印方向に沿って配向膜７にラビング処理
を行なうと、フォトリソスペーサ６は、１μｍ～１０μ
ｍのかなりの高さを備えているが、前述のように、ブラ
ックマトリックス２の横方向の辺はラビング方向と合致
しているため、ラビング影Ａ領域となって配向性が不充
分な領域は、ブラックマトリックス２の横方向のライン
２１上に発生させることができる。
【００４４】このラビング影Ａの大きさは、フォトリソ
スペーサ６の高さが高い程、大きくなってしまうことに
なる。
【００４５】しかもラビング影Ａの領域は、ラビング布
が配向膜を充分に擦ることがなされていないため、前述
のように、配向力が弱く配向欠陥を発生させてしまう。
【００４６】しかしながら、本発明の液晶表示装置で
は、図１に示すように、ラビング処理が不充分なラビン
グ影Ａ領域は、表示用画素周辺に設ける遮光用のブラッ
クマトリックス２の横方向のライン２１上に発生するだ
けで、表示画素部には発生しないことになる。
【００４７】その結果、本発明の液晶表示装置の画像を
視認者から観察した場合には、フォトリソスペーサ６の
ラビング影Ａ領域の存在が認識されず、表示品質がなめ
らかにみえる効果をもたらす。
【００４８】図１を使用して説明した前述のような構造
にした場合、フォトリソスペーサ６は、配向処理を行な
った配向膜７上に形成するか、そのフォトリソスペーサ
６を形成した後に、配向膜７を塗布して配向処理を行な
うかによって、配向膜７の配向性に大きな差異を生じ
る。
【００４９】前者の手段では、配向膜７に配向処理を行
なったのち、その配向膜７上に感光性を有するフォトリ
ソスペーサ材料を塗布して形成し、フォトリソグラフィ
法にて露光処理と現像処理にて、フォトリソスペーサ６
形成すると、とくに現像工程のアルカリ現像液により、
配向膜７表面がダメージを受けて配向性が劣化してしま
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う。
【００５０】後者の手段では、フォトリソスペーサ６を
形成した後に、配向膜７を塗布し、そののち配向膜７の
配向処理をラビング法で行なうと、ラビング布で擦る際
にフォトリソスペーサの１μｍ～１０μｍ高さの突起が
妨害して、ラビング影Ａとなって配向性が不充分な部分
を発生させてしまう。
【００５１】ここで、図４の平面図は、第１の基板１０
と第２の基板１のラビング方向、およびその角度を示す
図面であるが、液晶表示装置を視認者が正面から見て要
求される視角特性、３時、６時、９時、１２時優先方向
にする場合、たとえばＳＴＮモード２００度ツイストで
６時もしくは１２時優先にするには、第１の基板１０は
配向膜を形成した配向膜面Ａ－Ａ面に対して下側に角度
１０度傾けたａ矢印方向に、第２の基板１は配向膜面Ａ
－Ａ面に対して上側に角度１０度傾けたｂ矢印方向にラ
ビングし、基板に対して２００度のツイスト角に対応し
た、１８０度プラス２０度の角度付けをしてラビングを
行なう必要がある。
【００５２】そして、ＳＴＮツイスト角が２００度、２
２５度、２４５度等、基板に対して１８０度の水平方向
以外は角度付けをしてラビングを行なう必要がある。
【００５３】本発明の液晶表示装置は図１に示すよう
に、ブラックマトリックス２の横方向のライン２１にカ
ラーフィルタの赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の各色単
位で、それぞれのＳＴＮツイスト角のラビング方向と合
致する角度となるように、ブラックマトリックス２の横
方向のライン２１を傾けて形成する。
【００５４】そして、垂直の縦方向の辺と、ラビング方
向と合致するように傾けた横方向の辺とからなる変形格
子状のブラックマトリックス２の交差部、すなわち透明
電極間の位置にフォトリソスペーサ６を形成する。
【００５５】上記の図１に示すような構造にすることに
より、基板に矢印方向のラビング処理を行なった場合、
フォトリソスペーサ６の突起によりラビング影Ａ領域が
発生する部分は、ブラックマトリックス２の横方向のラ
イン２１上に位置し、画素部分にはラビング影Ａは発生
しないことになる。
【００５６】その結果、フォトリソスペーサ６を備えた
種々のＳＴＮツイストモードの液晶表示装置に対応し
て、画素部分にはスペーサ影Ａがまったく存在せず、画
質がなめらかで、高コントラストな液晶表示装置を提供
することができる。
【００５７】（液晶表示装置の製造方法説明）つぎに本
発明の液晶表示装置の製造方法を、図１と図２と図４と
図５と図６とを用いて詳細に説明する。
【００５８】本発明の実施形態における液晶表示装置の
製造方法を図６を用いて説明する。まずはじめに、図６
（ａ）に示すように、ガラス基板１上にブラックマトリ
ックス２を形成するために、クロム（Ｃｒ）をスパッタ
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9
リング法にて１２０ｎｍの高さで被膜形成する。
【００５９】その後、クロム膜上にポジ型レジストとし
て、日本ゼオン製ＺＰＰ－１７００（商品名）を塗布し
て、フォトリソグラフィ法で所定の形状のフォトレジス
トパターンを形成し、そののち、そのパターンニングし
たフォトレジストをエッチングマスクに用いて、クロム
をエッチング処理してブラックマトリックス２を形成す
る。
【００６０】そのパターン形成したブラックマトリック
ス２の平面パターン形状は、図１に示すように、ブラッ
クマトリックス２の縦方向のライン２は垂直に、横方向
のライン２１はカラーフィルタＲ領域、Ｇ領域、Ｂ領域
の各色毎に、ラビング配向処理を行なう角度と合致する
ように傾けて、変形格子状のパターンとなるように形成
する。
【００６１】その後、図６（ｂ）に示すように、そのブ
ラックマトリックス２が形成された第２の基板１上に、
感光性を有する顔料分散型の新日鐵化学製カラーフィル
タ赤色基材Ｖ－２５９Ｒ（商品名）を回転塗布法で所定
の膜厚に塗布した後、フォトリソグラフィ法でカラーフ
ィルタ赤色パターン３１を形成する。
【００６２】このカラーフィルタ赤色パターン３１は、
膜厚１．５μｍで形成する。
【００６３】その後、カラーフィルタ赤色パターン３１
と同じように、カラーフィルタ緑色パターン３２、カラ
ーフィルタ青色パターン３３の順でカラーフィルタパタ
ーンを形成し、図６（ｂ）に示すようなＲ、Ｇ、Ｂから
なる３色のカラーフィルタを形成する。
【００６４】その後、図６（ｃ）に示すように、そのカ
ラーフィルタ３１、３２、３３上に透明なオーバーコー
ト膜４としてＪＳＲ製オプトマーＳＳ－６７７７（商品
名）を回転塗布法により形成する。
【００６５】このオーバーコート膜４は膜厚３μｍで形
成し、その後、２２０℃の温度で焼成処理する。
【００６６】その結果、そのオーバーコート膜４はカラ
ーフィルタの耐薬品性、耐スパッタリング性、さらにカ
ラーフィルタの平坦性を向上させる役割を果たす。
【００６７】さらにその後、このオーバーコート膜４上
に透明導電膜５を、２５０ｎｍの厚さでスパッタリング
法を適用して形成する。
【００６８】その後、透明導電膜５上にポジ型レジスト
ＺＰＰ－１７００を回転塗布法を用いて形成した後、図
６（ｄ）に示すように、フォトリソグラフィ法でレジス
トをパターン形成する。
【００６９】そののち、このパターン形成したレジスト
をエッチングマスクに使用して、透明電極５をエッチン
グ処理してパターン形成する。
【００７０】このパターン形成した透明電極５の平面パ
ターン形状は、図５に示すように、カラーフィルタＲ、
Ｇ、Ｂの各色毎に、変形格子状のブラックマトリックス
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２に沿って電極パターンを形成する。
【００７１】その透明電極５のパターンは、四角形状で
ないが、図５の透明電極５左右の端部は、垂直であり液
晶表示パネルの直角度は保持されす。
【００７２】つぎに、その第２の基板１上のブラックマ
トリックス２の横方向のライン２１上に相当する一部
に、フォトリソスペーサ６を形成するために、感光性を
有する透明樹脂オプトマーＮＮ７００（商品名）を回転
塗布法により形成する。
【００７３】このフォトリソスペーサ６の塗布膜厚が、
液晶セルのギャップ寸法を決定するため、その膜厚の精
密なコントロールが要求される。
【００７４】フォトリソスペーサ６膜厚を設計膜厚に精
確にコントロールするためには、基材ロットの粘度管理
や塗布環境の温度および湿度管理などが重要であり、ま
たさらに、フォトリソスペーサ６としての硬さを備える
ための最終ベーク処理温度および処理時間などの厳密な
管理が必要となる。
【００７５】たとえば、室内温度２２℃±１℃で、湿度
５０％±１０％のクラス１００のクリーンルーム環境下
で、オプトマーＮＮ７００を回転塗布法にて、回転数９
００ｒｐｍ×１５秒の条件で、３００ｍｍ×４００ｍｍ
の大きさのガラス基板に塗布した場合、ガラス基板外周
１５ｍｍの範囲を除くと、膜厚５μｍ±０．０３μｍと
いう高精度にその厚さを制御することができた。
【００７６】その後、図６（ｅ）に示すように、フォト
リソグラフィ法によりフォトリソスペーサ６をパターン
形成し、２００℃～２５０℃の温度で焼成処理して、硬
化させることによりフォトリソスペーサ６としての硬度
を付与する。
【００７７】このフォトリソスペーサ６を形成する位置
は、ブラックマトリックス２の横方向のラインと縦方向
のラインとの交差部であるが、図１に示すように、ラビ
ング方向の進入側に相当する横方向のライン２１端部に
形成するのが好ましい。
【００７８】ここでもし、ラビング方向の出口側の横方
向のライン２１にフォトリソスペーサ６を形成すると、
ラビング影は横方向のライン２１上でなく、画素部に形
成されてしまう。
【００７９】つぎに図示はしていないが、前述のように
所定の位置にフォトリソスペーサ６を形成した第２の基
板１と、電極を形成した第１の基板１０とに、液晶を配
向させるための配向膜としてＰＳＩ－４１０４（商品
名）をそれぞれの基板１、１０上に、ほぼ８０ｎｍの厚
さで印刷法によって形成する。
【００８０】その後、第１の基板１０と第２の基板１と
に形成した配向膜に、それぞれ配向処理としてラビング
処理を行なう。
【００８１】この配向膜へのラビング処理の方向と角度
は、図４に示すように、第１の基板はａ矢印に合致する
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角度で行なう。
【００８２】一方、フォトリソスペーサ６を形成した第
２の基板はｂ矢印と合致する角度で行なう。
【００８３】このラビング処理において、フォトリソス
ペーサ６を形成した第２の基板１に発生するラビング影
Ａ領域は、図１に示すように、変形格子状のブラックマ
トリックス２の横方向のライン２１上に発生するだけ
で、画素部にはラビングが不充分なラビング影はいっさ
い発生しない。
【００８４】したがって、ＳＴＮツイスト角が２００数
十度の液晶表示装置として、画素部には表示品質を劣化
されるようなものはなく、表示品質を害する表示欠陥は
存在しない。
【００８５】その後、図２に示すように、第１の基板１
０と第２の基板１とのあいだに液晶を封入するために、
一方の基板周縁部にシール剤８を印刷法によって形成
し、適度な加圧力を加えた状態で加熱して、そのシール
剤８を硬化させ、２枚の基板を所定の隙間を介して重ね
合わせる。
【００８６】その後、液晶注入口からＳＴＮ液晶を２枚
の基板間に注入し、さらに液晶注入口を封口することに
より、液晶表示装置を得る。
【００８７】この発明の液晶表示装置においては、変形
格子状のブラックマトリックス２の縦方向のラインと横
方向のラインとの交差部位置にフォトリソスペーサ６を
形成し、表示画素部にはスペーサが存在しないＳＴＮカ
ラー液晶表示装置が形成することができる。
【００８８】本発明によれば、図１に示すように、変形
格子状のブラックマトリックス２の横方向のライン２１
を傾けて、ラビング方向角度と合致するように形成して
いるため、ラビング方向の出口側になる部分にラビング
影となって配向力が不充分な領域が発生しても、ブラッ
クマトリックス２の横方向のライン２１上に発生するだ
けで、画素部にはラビング影は形成されず、表示品質に
悪影響は及ぼさない。
【００８９】その結果、ＳＴＮモードで種々のツイスト
角に対応し、視角特性を損なうことなく、スペーサによ
るザラツキがなく、高コントラストで、しかもフォトリ
ソスペーサ６が第２の基板１に固定されているため、強
度的にも優れたカラーＳＴＮ液晶表示装置が提供でき
る。
【００９０】（第２の実施形態）つぎに、本発明の別の
実施形態例を説明する。この第２の実施形態は、第１の
実施形態とブラックマトリックスの構成と透明電極の構
成とフォトリソスペーサの構成とが異なるものであり、
製造工程は第１の実施形態と同様である。
【００９１】以下図面を用いて、第２の実施形態におけ
るＳＴＮ液晶表示装置の構成について説明する。図７は
第２の実施形態における液晶表示装置の構成およびその
製造方法を示す平面図であり、図８は断面図である。そ
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して図９は第１の実施形態の説明に用いた図１のフォト
リソスペーサの平面パターン形状を、円柱状から矩形状
に変更した場合の構成および製造方法を示す平面図であ
る。
【００９２】以下、図７と図８と図９とを交互に参照し
て説明する。
【００９３】（液晶表示装置の構造説明）本発明の液晶
表示装置は、図８に示すように、第１の基板１０には、
透明電極１１と、配向処理を行なった配向膜１２とを有
する。また第２の基板１上には、ブラックマトリックス
２と、カラーフィルタ３と、オーバーコート膜４と、透
明電極５と、フォトリソグラフィー法により形成された
矩形状のフォトリソスペーサ６と、配向処理を行なった
配向膜７とを有する。
【００９４】そして、第１の基板１０と第２の基板１の
周縁部に形成されたシール剤８によって、第１の基板１
０と第２の基板１との間隙に液晶層９が封入されてい
る。
【００９５】その表示用液晶セルの第１の基板１０と第
２の基板１との間隔は、第２の基板１の遮光用に形成す
るブラックマトリックス２の形成領域に対応する位置に
相当する領域である透明電極５間に形成したフォトリソ
スペーサ６によって、均一なセル間隔になるように制御
されている。
【００９６】その矩形状のフォトリソスペーサ６の大き
さは、短辺がブラックマトリックス２の幅寸法より小さ
な寸法で形成し、長辺の長さは配向処理を行なう際のラ
ビング布の出口側となる複数のカラーフィルタを形成し
た画素部にラビング影の領域が発生しない範囲内に形成
する。
【００９７】また、フォトリソスペーサ６の高さは、１
μｍ～１０μｍであり、種々のギャップ寸法の表示用液
晶セルに対応させて調整すればよい。
【００９８】フォトリソスペーサ６の平面パターン形状
を矩形状にすると、第１の実施形態における円柱状と比
較して、フォトリソスペーサ６自体の強度をよりいっそ
う増大させることができる。
【００９９】したがって、この第２の実施形態における
液晶表示装置では、矩形状フォトリソスペーサ６を形成
することによって、セルの強度を増大させることが可能
となる。
【０１００】その結果、ブラックマトリックス２のパタ
ーン幅にたいして、矩形状のフォトリソスペーサ２の短
辺幅を小さくしても、その強度をある大きさに維持する
ことが可能となる。
【０１０１】このことにより、フォトリソグラフィ法で
フォトリソスペーサ２を形成するとき、フォトマスクの
位置合わせ余裕度が大きくなり、アライメントマージン
が増えて、液晶表示装置製造における生産性が向上す
る。
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【０１０２】つぎに、図７の平面図を用いて液晶表示装
置の構成について説明する。
【０１０３】図７に示すように、図８における最下層の
ブラックマトリックス２の平面パターン形状は、縦方向
の辺は垂直であるが、横方向の辺は水平方向から傾いた
変形格子状のブラックマトリックス２の形状を有してい
る。
【０１０４】この横方向のブラックマトリックス２の辺
は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のカラーフィルター
の３色ごとに傾け、その傾ける角度はラビング方向角度
と合致させる。
【０１０５】なお、この図７では変形格子状のブラック
マトリックス２の上に形成したカラーフィルタ３とオー
バーコート膜４と透明電極５とは図示していない。
【０１０６】変形格子状のブラックマトリックス２の横
方向のライン２１上に矩形状のフォトリソスペーサ６を
形成し、さらに配向膜７を図８の断面図に示すように形
成している。
【０１０７】矩形状のフォトリソスペーサ６は、縦方向
の辺と横方向の辺との交差点付近を起点として、図７に
おいては、カラーフィルターのＲ領域とＧ領域とに形成
し、ラビング影ＡはカラーフィルターのＢ領域に相当す
るブラックマトリックス２の横方向の辺上に形成されて
いる。
【０１０８】ここで、図９に示すように、ラビング方向
と角度を示す矢印方向に沿って配向膜７のラビング処理
を行なうと、フォトリソスペーサ６が１μｍ～１０μｍ
のかなりの高さを備えているが、前述のように、ブラッ
クマトリックス２の横方向の辺が、ラビング方向角度と
合致しているため、ラビング影Ａ領域となって配向性が
不充分な領域は、ブラックマトリックス２の横方向のラ
イン２１上に発生することになる。
【０１０９】このラビング影Ａの大きさは、フォトリソ
スペーサ６の高さが高いほど大きくなってしまうことに
なる。
【０１１０】しかも、ラビング影Ａの領域は、ラビング
布が配向膜７を充分に擦ることがなされていないため、
前述のように配向力が弱く配向欠陥を発生させてしま
う。
【０１１１】しかしながら、本発明の第２の実施形態に
おける液晶表示装置では、図７に示すように、ラビング
処理が不充分なラビング影Ａの領域は、表示用画素周辺
に設け遮光用のブラックマトリックス２の横方向のライ
ン２１上に発生するだけで、表示画素部には発生しない
ことになる。
【０１１２】液晶セルのギャップ寸法を１０μｍ程度の
大きなセル間隔にしたい場合、当然フォトリソスペーサ
６の高さも１０μｍと厚く形成する必要がある。
【０１１３】その結果、ラビング影がラビング影Ａ’ま
で大きくなってしまい、カラーフィルタ形成領域である
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画素部３’まで形成されてしまうことになる。
【０１１４】しかし、本発明の図７に示すように、ブラ
ックマトリックス２の横方向のライン２１が、カラーフ
ィルタＲ、Ｇ、Ｂ三色単位でラビング方向に合致させる
ように傾けて形成されていれば、矩形状のフォトリソス
ペーサ６をカラーフィルタのＲ領域およびＧ領域のブラ
ックマトリックス２に相当する位置だけに形成し、カラ
ーフィルタＢ部には形成しない構造としている。
【０１１５】このことによって、ラビング影Ａの領域が
長く形成されても、表示用画素周辺部に設ける遮光用の
ブラックマトリックス２の横方向のライン２１上にだ
け、このラビング影Ａの領域が発生し、表示画素部には
発生しないことになる。
【０１１６】その結果、画像を視認者から観察した場合
には、フォトリソスペーサ６によるラビング影Ａの領域
の存在が認識されることはなく、表示品質がなめらかに
みえる効果をもたらす。
【０１１７】しかも、この実施形態における矩形状スペ
ーサは、円柱状スペーサと比較してその占有面積は数倍
の面積がとれるため、強度的に優れたフォトリソスペー
サを備える液晶表示装置を提供することができる。
【０１１８】（第３の実施形態）つぎに図９の平面図を
用いて本発明の第３の実施形態における液晶表示装置を
説明する。
【０１１９】この第３の実施形態においては、フォトリ
ソスペーサ６は、各カラーフィルターのＲ，Ｇ，Ｂごと
に、ラビング方向と合致するように傾けたブラックマト
リクス２の横方向のライン上に形成し、その平面パター
ン形状を矩形状とする。
【０１２０】この他の構成は、第１、および第２の実施
形態の液晶表示装置の構造と同じであるので、詳細な説
明は省略する。
【０１２１】フォトリソスペーサ６の高さを、液晶セル
ギャップに応じて大きくした場合、図９に示すラビング
影Ａ´のように、画素部にまでそのラビング影が形成さ
れないように、矩形状のフォトリソスペーサ６の長辺の
長さをコントロールして、その長辺の寸法を小さくすれ
ばよい。
【０１２２】すなわち、矩形状のフォトリソスペーサ６
の長辺の長さをコントロールして、ラビング影が画素部
に形成されないようにすればよい。
【０１２３】この第３の実施形態においては、第１の実
施形態における円柱状のフォトリソスペーサと比較し
て、その占有面積は数倍の面積がとれるため、強度的に
優れたフォトリソスペーサを備える液晶表示装置を提供
することができる。
【０１２４】
【発明の効果】上述の説明のように、フォトリソスペー
サを備えたカラーＳＴＮ液晶表示装置として、視角特性
を損なうことなく、表示画素部にスペーサが存在しない



(9) 特開２００１－１５９７５５

10

15
構造としているため、スペーサによる光漏れや、ザラツ
キがない表示品質に優れた高コントラストな液晶表示装
置が提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態による液晶表示装置の構造お
よびその製造方法を示す平面図である。
【図２】本発明の実施形態および従来技術における液晶
表示装置の構造およびその製造方法を示す断面図であ
る。
【図３】従来技術による液晶表示装置の構造およびその
製造方法を示す平面図である。
【図４】本発明の実施形態および従来技術による液晶表
示装置の構造およびその製造方法における第１の基板お
よび第２の基板におけるラビング角度とその方向を示す
図面である。
【図５】本発明の実施形態による液晶表示装置の構造お
よびその製造方法における透明電極を示す平面図であ
る。 *
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*【図６】本発明の実施形態による液晶表示装置の構造お
よびその製造方法を示す断面図である。
【図７】本発明の別の実施形態による液晶表示装置の構
造およびその製造方法を示す平面図である
【図８】本発明の別の実施形態による液晶表示装置の構
造およびその製造方法を示す断面図である。
【図９】本発明の別の実施形態による液晶表示装置の構
造およびその製造方法を示す平面図である。
【符号の説明】
１、１０：基板              ２：ブラックマトリック
ス
３、３１、３２、３３：カラーフィルタ
４：オーバーコート膜              ５、１１：透明電
極
６：フォトリソスペーサ              ７、１２：配向
膜
８：シール剤                ９：液晶
２１：横方向のライン        Ａ、Ｂ：ラビング影

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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